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電子情報システム工学専攻 技術者倫理

学年 専攻科1年 担当教員名 神谷昭基、岩渕義孝、藤本一司

単位数・期間 2単位 後期 週当りの開講回数 1回 一般・必修 学修単位１

授業の目標と概要

技術者が社会に貢献するために、技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、および世界に��
おける文��
化や価値観の多様性を理解し、技術者が社会に対して負っている責任を果たせるように��
なる。

釧路高専目標 A:100% JABEE目標 b

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

授業では、よく知られている技術者倫理に関する典型的な問題を取り上げると同時に、��
技術や環��
境に関わるリアルタイムの社会問題を感度よくキャッチできるように関心を持ち続ける��
ための調��
査課題を与え、発表する。

到達目標

技術者倫理の視点を理解し、そこから事例分析を通して、問題解決の方法を模索できる。

成績評価方法

課題・レポートとプレゼンテーションにより総合評価。

テキスト・参考書

教科書：『技術者倫理の世界』（藤本温他著、森北出版）��
　　　　　　『倫理学への助走』（藤本一司、北樹出版）��
参考書：『科学技術者倫理の事例と考察』（米国NSPE倫理審査委員会編、丸善）

メッセージ

発言や討論に積極的に参加し、また他者を納得させる質の高いレポートの作成を期待し��
ていま��
す。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

倫理とは何か(3)��
技術者倫理と倫理の関係(2)��
倫理的分析の実践(2)��
専門職の倫理とパターナリズム(2)��

共同体を存続させる倫理の意味を理解できる。��
技術者倫理を支えるエートスを理解できる。��
技術者個人責任と企業責任を理解できる。��
技術者のパターナリズムの欠点を理解できる。��

後期中間試験 実施しない

安全性と「受け容れ可能なリスク」(2)��
フォード・ピント事件～倫理学の三理論(2)��
ギルベイン・ゴールド～内部告発(1)��
地球的視野をもつ技術者の倫理(1)

リスクへの対処法や技術者の役割が理解できる。��
技術者が組織のなかでどう判断し行動できるか理解できる。��
組織の中の技術者が倫理的に行動する手段や責任が理解できる。��
異文化による倫理観の差異を理解できる。��

後期期末試験 実施しない
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